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摂
食
・
嚥
下
障
害
は
、
高
齢
者
で
問
題
と
な
る
障
害
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
加
齢
に

よ
る
形
態
学
的
変
化
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
礎
疾
患
（
脳
血
管
障
害
、
変
性
疾
患
、

腫
瘍
な
ど
）
の
存
在
や
、
そ
れ
に
関
連
し
た
治
療
薬
の
影
響
な
ど
が
そ
の
背
景
に
あ
り

ま
す
。 

 

摂
食
・
嚥
下
障
害
の
主
訴
は
分
か
り
に
く
い
の
で
注
意
を
要
し
ま
す
。
食
事
に
対
す

る
直
接
的
な
反
応
で
あ
る
「
ム
セ
リ
」
や
「
閉
塞
感
」
の
ほ
か
、
食
欲
不
振
、
体
重
減

少
、
疲
労
感
、
夜
間
の
せ
き
込
み
な
ど
直
接
的
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、
ま
っ
た

く
主
訴
の
無
い
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
摂
食
・
嚥
下
障
害
は
、
脱
水
・
低
栄
養
、

肺
炎
・
窒
息
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
摂
食
・
嚥
下
障
害
へ
の
対
応
で
は
、
こ
れ
ら
合
併

症
を
予
防
し
な
が
ら
、
最
良
の
摂
食
様
式
を
達
成
さ
せ
る
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

ま
ず
、
一
般
状
態
が
不
安
定
な
場
合
に
は
そ
の
安
定
化
が
必
要
で
あ
り
、
経
管
栄
養

法
を
も
含
め
摂
食
経
路
・
方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

次
に
、
重
症
度
評
価
で
す
が
、
こ
れ
に
は
誤
嚥
の
程
度
を
主
軸
に
七
段
階
に
分
け
る

臨
床
的
摂
食
・
嚥
下
障
害
重
症
度
分
類
が
有
用
で
あ
り
ま
す
。
身
体
評
価
で
は
口
腔
、

咽
頭
、
喉
頭
の
機
能
以
外
に
、
判
断
力
、
意
識
状
態
、
呼
吸
状
態
、
四
肢
や
頸
部
を
含

む
体
幹
の
評
価
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
判
断
力
の
程
度
に
よ
っ
て
訓
練
内
容
、

介
助
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
意
識
障
害
が
あ
る
と
嚥
下
機
能
は
低
下
し
ま
す
。 

 

簡
便
な
機
能
検
査
と
し
て
反
復
唾
液
嚥
下
テ
ス
ト
が
あ
り
、
こ
れ
は
三
十

秒
間
に
空
嚥
下
（
飲
み
込
み
反
応
）
が
何
回
で
き
る
か
を
み
ま
す
。
高
齢
者

の
場
合
、
三
十
秒
間
に
三
回
出
来
な
け
れ
ば
嚥
下
障
害
の
存
在
を
疑
い
ま
す
。

他
に
は
、
機
能
検
査
に
嚥
下
造
影
や
ビ
デ
オ
鼻
咽
喉
フ
ァ
イ
バ
ー
が
あ
り
ま

す
。
誤
嚥
の
有
無
な
ど
の
病
態
診
断
的
評
価
の
ほ
か
、
訓
練
や
摂
食
方
法
を

計
画
す
る
た
め
の
治
療
指
向
的
評
価
と
し
て
重
要
で
す
。 

 

訓
練
に
は
、
間
接
訓
練
と
直
接
訓
練
に
大
別
さ
れ
ま
す
。 

 

間
接
訓
練
は
食
物
を
用
い
な
い
基
礎
的
な
訓
練
で
、
可
動
域
訓
練
、
筋
力

訓
練
、
呼
吸
訓
練
な
ど
の
訓
練
が
含
ま
れ
ま
す
。 

 

直
接
訓
練
は
、
実
際
に
食
物
を
食
べ
さ
せ
る
訓
練
で
、
食
物
形
態
や
姿
勢
、

一
口
量
な
ど
を
検
討
し
、
安
全
か
つ
最
も
難
易
度
の
高
い
方
法
を
計
画
し
て

い
き
ま
す
（
段
階
的
摂
食
訓
練
）。 

 

経
管
栄
養
方
法
は
、
長
期
的
な
管
理
を
行
う
場
合
に
は
積
極
的
に
胃
瘻

(

い
ろ
う)

を
検
討
す
る
。
胃
瘻
は
摂
食
・
嚥
下
障
害
対
応
の
結
論
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
医
学
的
安
定
性
を
得
る
た
め
の
初
期
条
件
と
認
識
し
、
施
行
後

に
こ
そ
積
極
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

近
年
、
間
欠
的
経
菅
栄
養
法
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方
法
は
間
欠

的
、
す
な
わ
ち
、
食
事
の
時
だ
け
経
管
を
挿
入
し
、
チ
ュ
ー
ブ
先
端
を
食
道

で
止
め
る
手
技
で
あ
り
、
食
道
蠕
動
が
誘
発
さ
れ
、
胃
食
道
逆
流
や
下
痢
な

ど
の
合
併
症
が
少
な
い
の
が
利
点
で
す
。
長
期
管
理
も
可
能
で
あ
り
ま
す
が
、

特
に
経
管
・
経
口
併
用
例
や
訓
練
中
或
い
は
胃
瘻
導
入
前
な
ど
に
利
用
で
き

ま
す
。 

 
残
念
な
が
ら
、
当
施
設
に
も
多
く
の
胃
瘻
を
導
入
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
摂
食
・
嚥
下
障
害
を
未
然
に
防
ぐ
努
力
を
す
る
と
共
に
、
い
つ

ま
で
も
食
べ
る
楽
し
み
を
持
ち
続
け
る
よ
う
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
に

意
を
注
い
で
下
さ
い
。 
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 (

日
刊
薬
業 
二
〇
一
一
年
四
月
五
日 

よ
り
引
用) 

 
 

      
 

時
を
失
し
た
感
は
あ
り
ま
す
が
、
震
災
直
後
の
医
療
機

関
現
場
や
薬
局
の
状
況
の
一
端
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま

す
の
で
掲
載
し
ま
す
。 

 

 

津
波
で
沿
岸
部
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
福
島
県
い
わ
き

市
。
県
で
最
大
の
人
口
を
抱
え
る
こ
の
市
で
は
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
停
止
や
原
発
事
故
の
風
評
被
害
で
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
や
調
剤
薬
局
の
多
く
が
閉
鎖
し
た
。
基
幹
病
院
で
も
救

急
を
除
い
た
外
来
患
者
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
な
ど
、
地

域
医
療
は
深
刻
な
危
機
に
陥
っ
た
が
、
四
月
に
入
り
、
い

よ
い
よ
日
常
診
療
の
景
色
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。 

  

い
わ
き
市
に
日
常
診
療
が
戻
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い

る
の
は
、
有
床
診
療
所
（
十
九
床
）
の
須
田
医
院
を
運
営

す
る
須
田
滉
院
長
も
同
じ
だ
。
須
田
氏
は
十
六
日
の
朝
、

門
前
薬
局
が
避
難
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
直
接
交
渉
し
た
。

「
店
を
閉
め
る
の
は
仕
方
な
い
が
、
薬
を
使
わ
せ
て
く
れ

な
い
か
」
と
交
渉
し
快
諾
を
得
た
。
そ
れ
に
よ
る
薬
剤
供

給
が
な
さ
れ
多
く
の
外
来
患
者
の
診
療
に
役
立
っ
た
。 

  

震
災
直
後
の
ガ
ソ
リ
ン
不
足
で
一
日
一
便
体
制
を
取
っ

て
い
た
恒
和
薬
品
の
営
業
所
へ
、
自
ら
医
薬
品
を
取
り
に

も
行
っ
た
。「
避
難
す
る
選
択
肢
は
、
私
に
は
な
か
っ
た
な
」

と
笑
う
。 

  

「
も
の
す
ご
い
不
安
で
し
た
よ
」。
い
わ
き
市
内
で
四
店

舗
を
運
営
す
る
光
栄
薬
局
の
山
口
陽
子
氏
（
代
表
取
締

役
・
薬
剤
師
）
は
、
原
発
事
故
直
後
の
心
情
を
吐
露
す
る
。

放
射
能
の
情
報
が
錯
綜
し
て
い
た
中
で
も
避
難
せ
ず
に
営

業
を
続
け
た
、
数
少
な
い
薬
局
の
一
つ
だ
。
地
震
直
後
も

店
を
開
け
た
が
、「
三
月
十
五
日
の
午
後
か
ら
、
多
く
の
病

院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
診
療
を
や
め
て
し
ま
っ
た
」
と
振
り

返
る
。
福
島
第
一
原
発
か
ら
三
〇
㎞
圏
内
に
入
っ
て
い
る

の
は
市
北
部
の
一
部
の
み
だ
が
、
い
わ
き
市
全
体
が
危
険

と
い
う
風
評
が
拡
大
し
、
医
療
関
係
者
の
多
く
も
避
難
し

た
。 

  

光
栄
薬
局
は
三
月
十
六
日
だ
け
四
店
舗
す
べ
て
を
閉
め

た
が
、
一
部
の
医
療
機
関
と
多
く
の
患
者
の
要
望
を
受
け
、

十
七
日
に
営
業
を
再
開
。
ま
ず
は
一
店
舗
、
次
に
二
店
舗

と
数
を
増
や
し
、
二
十
八
日
か
ら
は
全
四
店
舗
で
営
業
し

た
。
十
七
～
十
八
日
は
「
市
内
で
開
い
て
い
た
薬
局
は
十

軒
程
度
」
（
薬
品
卸
の
恒
和
薬
品
）
し
か
な
く
、
「
ま
と
も

な
寝
食
を
取
れ
な
か
っ
た
」（
山
口
氏
）
。
市
内
の
薬
局
の

多
く
は
、
二
十
八
日
ご
ろ
か
ら
通
常
営
業
に
戻
っ
て
い
る
。 

  

津
波
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
沿
岸
部
で
も
、
復
旧
の
芽

は
感
じ
取
れ
る
。
い
わ
き
市
医
師
会
の
木
田
光
一
会
長
は
、

経
営
す
る
木
田
医
院
（
四
倉
町
）
の
診
療
を
今
月
四
日
に

再
開
し
た
。
津
波
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
た
が
、
そ

の
後
は
市
内
で
医
師
会
と
し
て
の
医
療
活
動
の
陣
頭
指
揮

を
執
っ
て
い
た
。 

  

津
波
が
直
撃
し
て
医
療
機
関
の
再
開
に
め
ど
が
立
た
な

い
特
定
の
地
区
の
問
題
や
、
避
難
所
に
い
る
高
齢
者
の
精

神
的
ケ
ア
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
医
療
者
の
多

く
が
避
難
し
「
陸
の
孤
島
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
い
わ
き
市

の
医
療
体
制
は
、
最
大
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
と
言
え
そ

う
だ
。 

田
中 

士
郎
氏
記 

            

い
わ
き
市 

息
吹
き
返
す 

日
常
診
療 

卸
も
通
常
体
制
へ 

須田 院長 

ライフライン停止後

は「井戸水が役立っ

た」と話す。 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望 

洋 

荘 
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除
夜
の
鐘
が
表
わ
す 

一
〇
八
の
煩
悩
と
は
？ 

  

煩
悩
と
は
仏
教
用
語
の
一
つ
で
、
人
の
心
身
を
煩
わ
し

悩
ま
せ
る
迷
い
の
心
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
煩
悩
が

一
〇
八
か
と
い
う
の
は
、
四
苦
八
苦
（
四
九
八
九
）
→
四

×

九
＝
三
六
と
八×

九
＝
七
二
を
合
わ
せ
て
一
〇
八
と
い

っ
た
よ
う
な
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
次
の
説
が

有
力
で
す
。
迷
う
原
因
は
耳
、
目
、
舌
、
鼻
、
身
、
意
の

六
根
に
あ
り
、
煩
悩
に
は
好
・
悪
・
平
の
三
種
と
苦
・
楽
・

捨
の
三
受
が
あ
り
ま
す
。
三
種
三
受
こ
そ
が
六
根
に
あ
り
、

三
六
の
煩
悩
が
過
去
・
現
世
・
未
来
と
三
世
に
わ
た
っ
て

生
じ
る
か
ら
、
三
六×

三
＝
一
〇
八
と
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。 

    

  

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の 

「
ペ
ッ
ト
」
の
意
味 

  

最
近
販
売
さ
れ
て
い
る
ド
リ
ン
ク
類
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
語
源
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

一
緒
、
動
物
の
ペ
ッ
ト
と
同
じ
意
味
を
込
め
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
と
命
名
さ
れ
て
い
る
と
お
思
い
の
方
が
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
正
式
名
称
は
「
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
・
テ
レ
フ
タ
ラ
ー

ト
（
Ｐ
ｏ
ｌ
ｙ 

Ｅ
ｔ
ｈ
ｙ
ｌ
ｅ
ｎ
ｅ 

Ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｐ
ｈ
ｔ

ｈ
ａ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ 

）
・
ボ
ト
ル
」
で
、
そ
れ
を
略
し
た
も
の

が
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
」
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
単
に
素

材
を
表
わ
す
も
の
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
な
の
で
す
。 

  

「
打
ち
合
わ
せ
」 

と
い
う
言
葉
の
語
源
は
？ 

  

「
打
ち
合
わ
せ
」
の
言
葉
の
始
ま
り
は
平
安
時
代
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
宮
廷
で
は
竹
管
を
組
み
合
わ
せ
た
「
笙

（
し
ょ
う
）」、
主
要
な
旋
律
を
奏
で
る
「
篳
篥(

ひ
ち
り
き)

」
な
ど
の
管
楽
器
に
加
え
、
太
鼓
、
鉦
鼓(

し
ょ
う
こ)

、
鞨

鼓(

か
っ
こ)

な
ど
の
打
楽
器
が
演
奏
さ
れ
る
雅
楽
が
貴
族

た
ち
の
趣
味
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
名
手

で
も
奏
者
が
複
数
い
る
場
合
は
事
前
に
演
奏
し
て
み
な
い

と
本
番
で
、
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
事
前
に
集
ま

っ
て
音
合
わ
せ
す
る
こ
と
を
「
打
ち
合
わ
せ
」
と
言
う
よ

う
な
っ
た
の
で
す
。 

  

ニ
シ
ン
の
子
を 

「
数
の
子
」
と
い
う
理
由 

  

北
海
道
で
の
ニ
シ
ン
漁
獲
量
が
減
少
し
、
数
の
子
は
高

価
に
な
り
「
黄
色
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。「
数
の
子
」
は
、
子
孫
繁
栄
の
象
徴
と
し
て
、

お
せ
ち
料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
一
品
で
す
。
な
ぜ
ニ
シ
ン

の
子
を
「
数
の
子
」
と
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
？ 

ニ
シ
ン

の
主
漁
獲
地
は
北
海
道
で
す
。
江
戸
時
代
は
ア
イ
ヌ
民
族

の
土
地
で
あ
り
、
地
名
な
ど
に
も
ア
イ
ヌ
語
を
ル
ー
ツ
と

し
て
い
る
も
の
が
多
い
の
で
す
。
ニ
シ
ン
は
ア
イ
ヌ
語
で

カ
ド
。「
カ
ド
の
子
」
か
ら
縁
起
の
良
い
「
カ
ズ
ノ
コ
」
へ

と
な
っ
た
の
で
す
。 

｢
な
る
ほ
ど
雑
学｣ 

…
そ
の
④ 
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こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
、
当
施
設
も
震
災
の
被
害
を
受
け

た
事
に
よ
り
、
三
月
十
一
日
震
災
時

に
入
所
さ
れ
て
い
た
入
居
者
様
の
介

護
保
険
及
び
食
費
・
居
住
費
の
負
担

金
が
全
額
減
免
さ
れ
る
事
と
な
り
ま

し
た
。
既
に
お
支
払
い
頂
き
ま
し
た

三
月
～
五
月
の
利
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
い
わ
き
市
に
還
付
申
請
を
行
い

い
わ
き
市
か
ら
ご
指
定
の
口
座
へ
還

付
さ
れ
る
様
に
致
し
ま
す
。
申
請
に

つ
い
て
は
、
施
設
で
申
請
書
の
作
成

を
行
い
取
り
ま
と
め
て
申
請
を
行
い

ま
す
の
で
、
申
請
に
必
要
な
書
類
等

は
別
途
ご
案
内
致
し
ま
す
の
で
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
に
つ
い
て

も
三
月
十
一
日
か
ら
同
じ
負
担
金
の

全
額
が
減
免
と
な
り
ま
す
の
で
こ
ち

ら
も
施
設
に
て
取
り
ま
と
め
て
申
請

を
行
い
ま
す
。 

 

※
今
回
の
利
用
料
金
の
減
免
に
つ

い
て
は
、
い
わ
き
市
及
び
福
島
県
の

見
解
で
あ
り
、
保
険
者
の
県
市
町
村

に
よ
っ
て
は
減
免
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

     

七
月
二
三
日
（
土
）
午
前
一
〇
時
～ 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

買
い
物
ツ
ア
ー｣ 

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
大
原
店 

   

七
月
二
四
日
（
日
）
午
後
二
時
～ 

四
倉･

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
合
同 

    ｢ 

ス
イ
カ
割
り ｣  

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
ホ
ー
ル 

  

七
月
三
一
日
（
日
）
午
後
三
時
～  

｢

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン｣

  

塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

 

【 

七
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

 

七
月
一
三
日
（
水
） 

 
 

勿 

来 

佐
藤 

ミ
ヨ
シ
様  (

九
四
歳) 

誕
生
会 

七
月
一
五
日
（
金
） 

 
 

勿 

来 

鈴
木 

キ
サ
ヨ
様  (

八
七
歳) 

誕
生
会 

七
月
一
七
日
（
日
） 

 
 

豊 

間 

佐
川 

末
子 

様  (

八
三
歳) 

誕
生
会 

七
月
二
七
日
（
水
） 

 
 

四 

倉 

清
野 

カ
ネ
子
様  (

九
一
歳) 

誕
生
会 

       

七
月
の
行
事
予
定 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

｢
平
成
二
十
二
年
度
決
算
報
告｣

 
 

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
現
在 

｢社会福祉法人りんさく福祉会｣平成 22 年度決算報告（H22/4/1～H23/3/31）が役員会総会(理事会・評

議委員会)にて承認されましたので、上記の通りご報告させて頂きます。今後も入居者の皆様方が安心して暮

らしていける為に、持続性の高い施設運営に務めてまいりますのでよろしくお願い致します。 

「
施
設
利
用
料
金
に
つ
い
て
」 


